
　

皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ

り
町
会
の
運
営
・
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
記
録
的

な
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
て
、
な
か
な
か
秋
の

訪
れ
を
感
じ
な
い
で
す
が
、
こ
の
号
が
発

行
さ
れ
る
頃
に
は
、
秋
ら
し
く
な
っ
て
く

る
の
か
と
希
望
を
持
っ
て
原
稿
を
執
筆
し

て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類

に
分
類
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
年
か
ら

色
々
な
行
事
が
復
活
し
ま
し
た
。
前
号
発

行
か
ら
の
行
事
で
は
、
七
月
二
十
九
日
に

隅
田
川
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

四
年
ぶ
り
の
開
催
と
あ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
以

前
よ
り
も
多
い
１
０
３
万
５
千
人
の
観
客

が
押
し
寄
せ
た
と
の
こ
と
で
す
。
当
町
会

で
は
、
実
行
委
員
会
か
ら
配
布
さ
れ
た
ゴ

ミ
箱
の
設
置
と
防
犯
の
た
め
の
町
内
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
月
に
入
り
、
八
日
か
ら
十
日

に
か
け
て
、
氏
神
様
で
あ
る
飛
木
稲
荷
神

社
の
例
大
祭
が
あ
り
ま
し
た
。
準
備
は
、

七
月
三
十
日
の
役
員
会
か
ら
始
ま
り
、
八

月
二
十
七
日
に
神
輿
・
山
車
を
出
し
て
虫

干
し
及
び
飾
付
け
を
行
い
、
幟
旗
を
町
内

に
設
置
し
ま
し
た
。
九
月
三
日
に
は
、
提

灯
飾
付
け
と
神
酒
所
の
内
部
建
設
を
行
い

ま
し
た
。
提
灯
の
飾
付
け
に
は
、
子
供
会

の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
も
お
手
伝
い
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第
九
十
八
号

令
和
五
年
九
月
三
十
日

【

会

長

の

ご

挨

拶

】

押
上
一
丁
目
仲
町
会

町
会
長

多
賀
康
之

多賀会長題字

祭
の
本
番
の
初
日
で
あ
る
八
日
の
午
前
中

は
か
な
り
の
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、

テ
ン
ト
を
出
し
て
、
祭
壇
を
含
む
神
酒
所

の
建
設
を
行
い
ま
し
た
。
神
社
か
ら
の「
神

酒
所
祓
い
」
の
順
番
が
一
番
最
初
な
の
で
、

少
し
慌
た
だ
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、

お
祓
い
に
は
間
に
合
い
ま
し
た
。
九
日
は

午
前
中
神
社
で
の
大
祭
式
が
あ
り
、
子
供

の
神
輿
・
山
車
は
業
平
小
学
校
が
授
業
日

で
あ
っ
た
た
め
、
午
後
一
時
半
か
ら
の
遅

い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
十
日
の
最

終
日
は
大
人
神
輿
。
人
数
が
足
り
な
く
て

神
輿
が
上
が
る
か
心
配
で
し
た
が
、
大
勢

の
応
援
が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
神
輿

を
担
が
な
い
交
通
整
理
員
が
確
保
で
き
ま

し
た
の
で
、
通
り
を
渡
っ
て
皆
様
の
そ
ば

ま
で
何
と
か
お
神
輿
が
お
渡
り
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
九
月
と
は
思
え
な
い

強
い
日
差
し
が
照
り
付
け
、
汗
び
っ
し
ょ

り
に
な
り
な
が
ら
、
お
神
輿
を
担
い
で
い

た
だ
い
た
方
々
に
は
、
感
謝
の
念
に
堪
え

ま
せ
ん
。

　

今
後
の
行
事
で
す
が
、
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
、
例
年
通
り
、
地
域
安
全
運
動
、
火

災
予
防
運
動
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

は
十
一
月
十
二
日
（
日
）
に
久
し
ぶ
り
に

本
所
北
部
連
合
町
会
の
防
災
訓
練
が
隅
田

公
園
そ
よ
風
ひ
ろ
ば
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
九
月
一
日
に
関
東
大
震
災
か

ら
百
年
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。「
首
都
直
下

型
地
震
」
が
い
つ
き
て
も
お
か
し
く
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
頃
は
台

風
も
含
め
て
豪
雨
の
被
害
が
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
過
去
の
教
訓
を
学
び
、
防
災
意

識
を
高
め
て
、
個
々
人
が
で
き
る
備
え
を

一
つ
ず
つ
重
ね
て
、
十
分
注
意
し
て
い
く
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こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
日
程
が
近

づ
き
ま
し
た
ら
、
回
覧
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
警
察
署
か
ら
の
連
絡
を
お
伝

え
し
ま
す
。
一
点
目
は
、
交
通
事
故
に
つ

い
て
で
す
。
自
転
車
が
絡
む
事
故
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
、
自
転
車
は
、
自
動
車
と

ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に
は
被
害
者
と
な
り
ま

す
が
、
歩
行
者
に
対
し
て
は
、
加
害
者
的

立
場
に
な
り
ま
す
。
一
時
停
止
の
遵
守
な

ど
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
走
行
し
て
く
だ

さ
い
。
二
点
目
は
、
特
殊
詐
欺
に
対
す
る

勧
告
で
す
。
警
察
官
、
金
融
庁
、
銀
行

員
、
区
役
所
職
員
な
ど
に
成
り
す
ま
し
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
奪
い
取
っ
た
り
、

A
Ｔ
М
で
振
り
込
ま
せ
た
り
す
る
な
ど
の

手
口
も
減
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、

今
年
に
入
っ
て
急
増
し
て
い
る
の
が
、
屋

根
の
修
理
業
者
や
点
検
業
者
と
し
て
名
乗

り
、
強
引
に
契
約
さ
せ
ら
れ
て
、
修
理
な

ど
し
な
い
で
、
お
金
だ
け
取
ら
れ
る
と
い

う
手
口
で
す
。
警
戒
心
を
持
っ
て
行
動
し

【
し
ら
と
り
子
供
会
】

　

九
月
九
日
（
土
）
に
子
供
神
輿
と
山
車

の
巡
行
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

四
年
ぶ
り
な
の
で
子
供
た
ち
に
と
っ
て

初
め
て
の
御
神
輿
、
町
内
会
の
皆
様
と

近
隣
の
お
子
様
方
の
ご
協
力
を
頂
い
て
力

い
っ
ぱ
い
担
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
子
供
会
は
宵
宮
か
ら
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
子
供
達
は
町
会
の
方
と
三
日

間
ご
一
緒
さ
せ
て
頂
き
、
お
祭
り
を
通
じ
て

地
域
の
方
と
の
繋
が
り
や
地
元
へ
の
愛
着

を
感
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
で
人
と
関
わ
る
機
会
が
少
な

大
井
　
旬
江

子供会の皆さん

て
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

引
き
続
き
お
体
を
大
切
に
、
お
元
気
に
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

か
っ
た
子
供
達
に
と
っ
て
、
地
域
の
皆
様
と

一
緒
に
参
加
し
過
ご
せ
た
こ
と
は
と
て
も

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
ご
協
力
頂
き
ま

し
た
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
と
も
地
域
の
皆
様
に
は
子
供
達

の
成
長
を
一
緒
に
見
守
っ
て
い
た
だ
け
ま

す
と
幸
い
で
す
。

子供神輿に参加した子供たちと役員

大人神輿に参加した方々と役員

神酒所お祓い式に参加した神主と役員



昭
和
五
年
九
月
一
日
、「
横
網
町
公
園
」

は
震
災
記
念
堂
と
共
に
開
園
し
ま
し
た
。

　

翌
年
、
震
災
の
惨
状
と
、
震
災
後
の

復
興
事
業
を
後
世
に
永
く
伝
え
る
た
め
、

園
内
に
復
興
記
念
館
（
注
４
）
を
建
設

し
ま
し
た
。

　

昭
和
一
六
年
（
一
九
四
一
）、
日
本
は

太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、昭
和
一
八
年
（
一
九
四
三
）、

東
京
市
は
「
東
京
都
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

関
東
大
震
災
発
生
か
ら
一
七
年
後

の
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
三

月
一
〇
日
深
夜
、
東
京
は
米
軍
の

空
襲
に
よ
り
再
び
火
の
海
と
な
り
、

一
〇
万
五
〇
〇
〇
人
の
犠
牲
者
を
出
し

ま
し
た
。

　

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
六
）、
震
災

記
念
堂
を
「
東
京
都
慰
霊
堂
」
と
改
称

し
、
東
京
大
空
襲
な
ど
に
よ
る
殉
難
者

の
遺
骨
も
併
せ
て
埋
葬
、
現
在
は
約

一
六
万
三
千
体
の
遺
骨
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

図
２
は
昭
和
二
四
年
頃
の
地
図
で
す
。

こ
の
頃
は
、
横
網
町
公
園
内
の
慰
霊
堂

は
、
ま
だ
建
設
当
初
の
名
称
「
震
災
記

念
堂
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
）

三
月
に
誕
生
し
た
墨
田
区
の
「
区
役
所
」

は
、
被
服
廠
跡
地
の
清
澄
通
り
に
面
し

た
横
網
町
公
園
の
南
に
あ
り
ま
し
た（
元

本
所
区
役
所
の
建
物
）。
現
在
、
江
戸
東

　

令
和
五
年
（
二
〇
二
三
）
は
「
関
東

大
震
災
か
ら
一
〇
〇
年
」
の
年
に
あ
た

り
、「
横
網
町
公
園
」
に
あ
る
「
東
京
都

慰
霊
堂
」（
写
真
１
）は
マ
ス
コ
ミ
に
度
々

取
り
上
げ
ら
れ
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。　

　
「
東
京
都
慰
霊
堂
」
に
つ
い
て
は
、
本

紙
「
押
仲
」
の
第
七
〇
号
（
注
１
）
の

「
関
東
大
震
災
」
の
項
で
も
、
そ
の
一
部

に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。

　

東
京
市
（
当
時
）
は
、
大
正
一
二
年

（
一
九
二
三
）
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災

に
よ
り
、
多
く
の
死
者
を
出
し
ま
し
た
。

「
慰
霊
堂
」
は
、
そ
の
遺
骨
を
安
置
し
御

霊
を
供
養
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
施

設
で
あ
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
墨
田
区
内
に
三
つ
あ
る
都

立
の
公
園
（
注
２
）
の
一
つ
「
横
網
町

公
園
」
が
現
在
の
公
園
に
至
る
ま
で
の

経
緯
を
紹
介
し
ま
す
。

　

明
治
時
代
、
公
園
が
出
来
る
以
前

の
こ
の
地
は
、
広
大
な
敷
地
の
陸
軍 

被ひ
ふ
く
し
ょ
う

服
廠
（
注
３
）
が
あ
り
、
そ
の
工
場
・

倉
庫
が
建
っ
て
い
ま
し
た
。
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井
　
正
男
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七
、
横
網
町
公
園
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令
和
４
年
２
月
２
４
日
の
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
攻
撃
の
頃
か
ら
日
本
円
が
対
ド
ル
で

１
１
５
円
か
ら
急
激
に
円
安
に
動
き
、
１
０
月

に
は
１
４
９
円
近
く
に
な
り
、
１
年
経
っ
て
再
び

１
４
９
円
近
く
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
為
替
が

こ
の
ま
ま
１
５
０
円
辺
り
で
固
定
す
る
と
、
外
国

人
は
以
前
な
ら
１
ド
ル
札
で
１
１
０
円
程
度
の
買

い
物
し
か
出
来
な
か
っ
た
が
、
今
は
１
５
０
円
分

の
買
い
物
が
出
来
る
訳
だ
か
ら
外
国
人
旅
行
者
が

押
し
寄
せ
る
の
は
当
然
だ
。

　

押
上
は
羽
田
空
港
も
成
田
空
港
も
１
時
間
程
度

の
距
離
で
、し
か
も
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
が
あ
る
か
ら
、

驚
く
ほ
ど
外
国
人
観
光
客
が
増
え
て
い
る
。
押
上

も
人
が
暮
ら
す
地
域
か
ら
観
光
客
が
宿
泊
す
る
地

域
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　

残
念
な
の
は
温
泉
地
の
よ
う
に
宿
泊
が
目
的
に

な
ら
な
い
通
過
点
で
あ
る
事
で
、
全
て
の
観
光
客

が
ス
マ
ホ
片
手
に
民
泊
や
駅
に
向
か
う
。つ
ま
り
、

お
店
が
あ
っ
て
も
目
的
の
場
所
に
一
直
線
で
誰
も

気
付
か
ず
通
過
し
て
い
る
。
最
近
感
じ
る
事
は
、

こ
の
町
内
が
驚
く
ほ
ど
高
齢
化
が
進
み
、
し
か
も

個
人
の
家
が
急
速
に
集
合
住
宅
に
置
き
換
わ
っ
て

い
る
事
だ
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
は
言
え
、
こ
の
地

域
に
暮
ら
す
人
達
の
関
わ
り
が
こ
れ
以
上
希
薄
に

な
ら
な
い
事
を
願
っ
て
い
る
。（
MS
）

京
博
物
館
・
両
国
国
技
館
等
が
あ
る
場
所

は
、
江
東
市
場
（
中
央
卸
売
市
場 

江
東

分
場
）
で
し
た
。

　

東
京
都
慰
霊
堂
で
は
、
東
京
大
空
襲
が

あ
っ
た
三
月
一
〇
日
に
「
春
季
慰
霊
大
法

要
」
が
、
ま
た
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た

九
月
一
日
に
は
「
秋
季
慰
霊
大
法
要
」
が

毎
年
営
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

公
園
内
に
は
、
震
災
記
念
屋
外
展
示
場

は
じ
め
日
本
庭
園
・
平
和
祈
念
碑
・
殉
難

者
犠
牲
者
の
碑
・
遭
難
児
童
弔
魂
像
・
・
・

等
が
あ
り
ま
す
。

　

横
網
町
公
園
は
東
京
都
の
聖
地
と
し

て
、
都
民
・
区
民
の
憩
い
の
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。

〈
注
釈
〉

注
１　

押
仲
七
〇
号
は
、
平
成
二
八
年

（
二
〇
一
六
）
九
月
三
〇
日
に
発
行
し
た
。

注
２　

区
内
の
三
つ
の
都
立
公
園
は
、
向
島

百
花
園
・
横
網
町
公
園
・
東
白
鬚
公
園
。

注
３　
「
廠
」
は
工
場
の
意
味
、
被
服
廠
は

軍
服
や
軍
靴
を
造
る
施
設
。

注
４　

復
興
記
念
館
に
は
、
震
災
及
び
戦
災

の
記
念
の
遺
品
や
、
当
時
の
状
況
を
伝
え
る

絵
画
・
写
真
・
図
表
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い

る
。
入
館
は
無
料
、
休
館
日
は
月
曜
日
（
祝

日
の
場
合
は
翌
日
）
及
び
年
末
年
始
。

参
考
資
料 

す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
・
東
京

都
慰
霊
協
会
・
横
網
町
公
園
案
内
書
他

　

図
１
は
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
の

地
図
で
す
。
赤
枠
の
位
置
が
被
服
廠
で
、

「
被
服
本
廠
」
と
記
し
て
あ
り
ま
す
。

　　

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）、
被
服
廠
が

赤
羽
台
に
移
転
し
、広
さ
約
二
万
坪
（
約

七
万
㎡
）
の
広
大
な
「
被
服
廠
跡
」
の

敷
地
が
残
り
ま
し
た
。

　

大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）、
東
京
市

は
跡
地
を
公
園
に
す
る
計
画
を
進
め
て

い
ま
し
た
。

　

翌
年
の
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）

九
月
一
日
午
前
一
一
時
五
八
分
、
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
関
東
大
震
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
昼
食
の
準
備
時
間
と
重

な
り
市
内
の
一
〇
〇
カ
所
以
上
で
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
火
災
か
ら
非
難
す

る
た
め
荷
物
を
携
え
た
人
々
は
、
広
大

な
被
服
廠
の
跡
地
に
殺
到
し
ま
し
た
。

そ
の
数
は
約
四
万
人
に
達
し
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。　

火
は
荷
物
に
燃
え
移

り
火
災
旋
風
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
惨

状
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
コ
ミ
な

ど
で
も
報
道
さ
れ
て
い
る
通
り
で
、
被

服
廠
跡
地
で
は
三
万
八
千
人
の
人
た
ち

が
焼
死
し
ま
し
た
。

　

東
京
市
は
、
被
服
廠
跡
地
の
北
側
約

六
千
坪
（
一
九
五
八
〇
㎡
）
の
地
に
「
震

災
記
念
堂
」
を
建
設
し
、
東
京
市
内
の

震
災
に
よ
る
死
者
五
万
八
千
人
の
遺
骨

を
埋
葬
し
御
霊
の
供
養
を
し
ま
し
た
。

写真１：9月 1日に秋季慰霊大法要が行わ
れた「東京都慰霊堂」

飛木稲荷例祭が 9月 9日、10日行わ
れました。飛木稲荷神社には各町会
のの提灯が飾れていました。

今年の中秋の満月は 9月 29日です。
知り合いの方から満月がスカイツ
リーと重なった写真を頂きました。
読者の皆様もお楽しみ下さい。


